
　 全 大 教 新 聞　　　　　　　　　第340号    　　　　2017年10月10日　　 　　　（１）　　　（１）

罫
 文
科
省
会
見（
9
月
　
日
）・
高
専
関
連
記
事
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罫
 非
常
勤
職
員
交
流
集
会
開
催
報
告

罫
 文
科
省
天
下
り
事
件
の
再
発
防
止
と
大
学
行
政
の

転
換
・
現
役
出
向
見
直
し
を
求
め
る
、中
執
声
明
を
発
表

茎
 論
壇
「
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
　
愛
媛
大
学
の

　
　
　
　
観
光
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
人
材
育
成
事
業
」

　
　
　
　
　
　
愛
媛
大
学
文
学
部
教
授
 和
田
寿
博

茎
 専
門
部
等
の
活
動
報
告「
高
専
協
議
会
」

　
　
議
長
 岩
崎
寛
希（
大
島
商
船
高
専
）

荊
 単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

　
猿
 奈
良
高
専
「
何
を
維
持
し
、

　
　
　
　
　
　
　
 何
を
切
り
捨
て
る
か
」

　
猿
 佐
賀
大
学
「
コ
ツ
コ
ツ
と
小
さ
な
改
善
を
」

荊
 わ
た
し
も
ひ
と
こ
と

　　　（１）　　　（１）

行
い
ま
し
た
。

　
文
科
省
は
、
運
営
費
交
付
金

等
の
増
額
要
求
（
1
1
，
4
0

9
億
円
、
4
3
9
億
円
増
）
を

行
い
、
支
援
し
て
い
く
と
回
答

し
ま
し
た
。
学
長
選
考
方
法
、

教
授
会
の
審
議
事
項
の
う
ち
学

長
が
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
、

い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の

判
断
が
尊
重
さ
れ
る
と
し
ま
し

た
。
第
3
期
目
標
期
間
の
3
つ

の
重
点
支
援
枠
や
指
定
国
立
大

　
全
大
教
は
8
月
　
日
、
林
文
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部
科
学
大
臣
あ
て
に
2
0
1
8

年
度
概
算
要
求
に
関
し
て
運
営

費
交
付
金
の
基
盤
経
費
充
実
等

の
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
こ
の
要
望
書
に
基
づ
き
9
月

　
日
に
、
国
立
大
学
法
人
支
援

20課
及
び
専
門
教
育
課
（
国
立
高

専
担
当
部
署
）
と
の
会
見
を
行

い
ま
し
た
。（
高
専
関
連
の
会
見

に
つ
い
て
は
2
面
に
掲
載
）

　
会
見
冒
頭
、
中
富
委
員
長
か

ら
文
科
省
に
対
し
て
、
大
学
へ

学
法
人
制
度
、
学
長
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
へ
の
支
援
等
で
大
学

強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
旨
の

回
答
を
し
ま
し
た
。
若
手
教
員

の
雇
用
状
況
に
つ
い
て
、　
歳
40

未
満
の
任
期
付
で
な
い
教
員
が

減
少
し
て
い
て
課
題
で
あ
る
と

の
認
識
を
示
し
、
安
定
ポ
ス
ト

へ
の
切
り
替
え
を
支
援
す
る
と

し
ま
し
た
。
法
の
趣
旨
に
沿
っ

た
無
期
転
換
ル
ー
ル
へ
の
対
応

の
指
導
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
学

長
会
議
、
総
務
部
課
長
会
議
で

の
周
知
徹
底
等
を
行
っ
た
他
、

厚
労
省
と
も
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
と
し
ま
し
た
。

　
回
答
を
う
け
て
全
大
教
か
ら

更
に
、基
盤
的
経
費
の
充
実
が
、

教
育
・
研
究
の
充
実
、
人
材
確

保
の
い
ず
れ
の
面
か
ら
も
重
要

で
あ
る
こ
と
、こ
れ
ま
で
の「
大

学
改
革
」
が
自
己
目
的
化
し
て

お
り
現
場
の
疲
弊
を
招
い
て
い

る
こ
と
、
有
期
雇
用
職
員
の
無

期
転
換
に
つ
い
て
は
2
0
1
8

年
4
月
に
向
け
一
段
と
積
極
的

な
現
状
把
握
と
指
導
が
必
要
で

あ
る
こ
と
等
、
現
状
を
訴
え
つ

つ
要
望
を
強
く
伝
え
ま
し
た
。

　
会
見
に
は
、
文
部
科
学
省
側

か
ら
佐
野
壽
則
国
立
大
学
法
人

支
援
課
課
長
補
佐
ら
が
、
全
大

教
か
ら
中
富
委
員
長
、
村
井
・

水
谷
・
石
川
副
委
員
長
、
長
山

書
記
長
ら
中
央
執
行
委
員
会
か

ら
9
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
　
 （
書
記
長
　
長
山
 泰
秀
）

の
多
様
な
要
求
に
応
え
る
べ

く
、
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
予
算
は
増
え
な
い
中
で
困
難

を
抱
え
て
い
る
。
予
算
の
増
額

と
、
憲
法
擁
護
の
義
務
の
あ
る

行
政
機
関
と
し
て
学
問
の
自
由

を
守
り
保
障
す
る
教
育
行
政
に

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
ほ
し
い

旨
の
発
言
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
具
体
的
な
要
望
事

項
の
う
ち
、
国
立
大
学
法
人
支

援
課
所
掌
事
項
を
中
心
に
要
望

書
へ
の
回
答
を
聞
き
、
質
疑
を

続報・無期転換促進の取り組続報・無期転換促進の取り組みみ

の
2
点
で
改
正
労
働
契
約
法
に
定
め

る
無
期
転
換
の
趣
旨
に
反
し
ま
す
。

茎
 抱
合
せ
で
改
正
さ
れ
る
短
時
間
有

期
雇
用
職
員
就
業
規
則
は
、上
限
を
5

→
3
年
、週
　
→
　
時
間
に
下
げ
る
等

35

30

の
改
悪
を
含
み
、フ
ル
タ
イ
ム
と
の
格

差
が
拡
大
し
ま
す
。短
時
間
職
員
の
圧

倒
的
多
数
が
女
性
で
あ
る
現
状
は
、短

時
間
勤
務
を
選
択
す
る
理
由
が
家
庭

責
任
等
に
あ
る
証
拠
で
す
。フ
ル
タ
イ

ム
と
の
格
差
拡
大
は
間
接
差
別
で
あ

り
憲
法
・
国
際
条
約
は
じ
め
諸
法
令
に

違
反
し
ま
す
。

　
　
　（
執
行
委
員
長
　
佐
々
木
 彈
）

※
全
大
教
で
は
、
東
大
が
無
期
転
換
ル

ー
ル
の
明
ら
さ
ま
な
潜
脱
を
狙
っ
た
対

応
策
を
打
ち
出
し
た
情
勢
を
重
視
し

て
、
東
大
教
職
組
の
要
請
に
基
づ
く
団

交
の
支
援
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

紹
介
し
た
り
し
て
違
法
性
に
加
担
し

な
い
よ
う
、
予
め
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

繋
 就
業
規
則
改
正
に
は
過
半
数
代
表

と
の
協
議
が
法
的
要
件
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
東
大
は
法
人
化
以
来
積
年
、

非
常
勤
講
師
な
ど
多
数
（
実
数
不
明
）

の
非
常
勤
教
職
員
を
過
半
数
代
表
の

選
挙
人
名
簿
か
ら
不
法
に
外
し
、本
来

あ
る
べ
き
選
挙
権
・
被
選
挙
権
を
実
効

上
否
定
し
て
き
ま
し
た
。（
一
橋
大
学

で
は
以
前
、酷
似
の
理
由
で
法
人
化
以

後
全
て
の
就
業
規
則
改
正
お
よ
び
　36

協
定
が
労
基
署
か
ら
無
効
宣
告
。
）

罫
 こ
の
制
度
は
、
公
募
採
用
で
あ
る

こ
と
、フ
ル
タ
イ
ム
限
定
で
あ
る
こ
と

　
改
正
労
働
契
約
法
に
よ
る
有
期
雇

用
教
職
員
の
無
期
雇
用
転
換
権
が
初

め
て
発
効
す
る
来
年
度
に
合
わ
せ
、東

大
が
同
法
に
定
め
る
無
期
転
換
を
遵

守
せ
ず
、代
替
措
置
と
称
し
て
改
正
就

業
規
則
の
　
月
1
日
施
行
、年
度
明
け

10

4
月
1
日
採
用
を
急
い
で
い
る「
職
域

限
定
職
員
」
制
度
。
し
か
し
現
状
（
9

月
　
日
団
交
現
在
）同
制
度
に
は
以
下

21
三
様
の
重
大
な
違
法
性
が
疑
わ
れ
て

お
り
ま
す
。学
内
各
部
局
お
よ
び
職
組

か
ら
の
強
い
反
対
を
押
し
て
万
一
、大

学
が
（
問
題
を
隠
す
形
で
）
公
募
を
強

行
し
、皆
さ
ん
が
そ
れ
を
目
に
さ
れ
た

場
合
、う
っ
か
り
応
募
し
た
り
知
人
を

文科省「運営費交付金を増額要求、 
　　若手教員の支援等を行っていく」

東
京
大
学
教
職
員
組
合

「
職
域
限
定
職
員
」に
御
用
心
‼

接
等
に
よ
る
選
考
で
無
期
転
換
。こ
の

2
例
が
基
本
と
な
り
ま
す
が
、非
常
勤

職
員
の
雇
用
条
件
は
複
雑
多
様
化
し

て
お
り
、雇
用
継
続
の
た
め
の
条
件
や

待
遇
は
個
々
人
で
違
う
た
め
、最
終
的

に
は
自
身
で
確
認
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
を
注
意
喚
起
し
、組
合
へ
の
加
入

の
呼
び
か
け
に
繋
げ
ま
し
た
。
ま
た
、

8
月
　
日
の
朝
日
新
聞
に
東
京
大
学

24

の
雇
止
め
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と

も
急
遽
紹
介
。
説
明
会
全
体
を
通
じ

て
、会
場
か
ら
は
幾
度
と
な
く
ど
よ
め

き
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
説
明
会
終
了
後
に
は
個
人
か
ら
の

質
問
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
、す
ぐ
に
組

合
へ
の
加
入
を
希
望
す
る
声
も
あ
り

ま
し
た
。（
契
約
・
パ
ー
ト
職
員
部
会
）

に
出
さ
れ
た
最
終
決
定
で

何
が
変
わ
っ
た
の
か
、
組

合
の
訴
え
に
よ
り
改
善
さ

れ
た
点
も
紹
介
し
つ
つ
報

告
を
行
い
ま
し
た
。
大
学

か
ら
示
さ
れ
た
無
期
転
換

対
応
は
、
現
状
で
5
年
を

超
え
継
続
雇
用
さ
れ
て
お

り
2
0
1
7
年
度
末
ま
で

契
約
の
続
く
者
は
原
則
選

考
な
し
で
無
期
転
換
。
在

職
3
年
1
か
月
を
超
え
る

者
も
筆
記
試
験
な
し
の
面

　
名
古
屋
大
学
職
員
組
合
  

契
約
・
パ
ー
ト
部
会
で
は
、

9
月
7
日
牙
に
『
「
非
常
勤

職
員
の
雇
用
期
限
問
題
」
報

告
会
＆
組
合
説
明
会
』
を
開

催（
写
真
）。
組
合
員
・
未
組

合
員
を
問
わ
ず
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
で
参
加
者
を
募

っ
た
結
果
、
1
6
0
人
を
超

え
る
申
込
み
が
あ
り
ま
し

た
。
　
大
学
側
よ
り
2
月
に
提

案
さ
れ
た
内
容
か
ら
、
7
月

名
古
屋
大
学
職
員
組
合

「
雇
用
期
限
報
告
会
・
 組
合
説
明
会
」

  開
催
し
ま
し
た

要望書を手渡す 中富公一 中央執行委員長（写真右）

　　　（毎月10日発行）


